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※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

磐田の玄関口 132年の歴史 『磐田の記録写真集転載』

昭和32年（1957）に完成した“三代目”の駅舎

当時はまだ駅舎はなく、ホームと踏切の
番小屋だけがあり、回りにも何も存在しなかった。

明治35年（1902）の鉄道料金は、
袋井-中泉間が8銭、中泉-天竜川間が7銭でした。

向かって左の2棟が旅館「友愛館」、中央がレストラン
「シャッキョウ」、右が秋葉自動車運輸商会中泉出張所。

明治22年（1889）に中泉停車場が開通 大正2年　駅舎の改築 昭和5年（1930）頃の中泉駅前

現在のJR磐田駅

明治22年、中泉駅として、官設鉄道 静岡 - 浜松間開通時に開業。
当時は、駅舎が現在よりもやや西にあったとされている。
昭和17年10月10日、磐田駅に改称。
平成12年に“四代目”となる現在の駅舎が完成しました。
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市
長
ご
就
任
か
ら
約
半
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
状
況
で
の
ご
就
任
と

な
り
ま
し
た
が
、改
め
て
市
政
に
臨
む
上
で
の

抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
た
方
針

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木
会
長
、
地
域
の
建
設
業
者
が
抱
え
る
課

題
や
市
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
市
長
か
ら
地
元
建
設
業
に
期
待
さ

れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

増
加
・
甚
大
化
す
る
自
然
災
害
に
関
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

協
会
側
か
ら
市
に
期
待
す
る
こ
と
は
他
に
あ

り
ま
す
か
。

対談の様子左から委員長、会長、副会長

「
草
地
博
昭
市
長（
以
下
市
長
）」　

市
政
に
お
い
て
の
私
の
目
標
は「
安
心
で
き
る

ま
ち
、人
が
集
ま
る
磐
田
市
へ
」で
す
。私
の
父
は

家
電
販
売
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
の
電
気
屋
さ
ん
」で
、お
客
さ
ん
の
家
族

構
成
や
家
電
の
配
置
な
ど
を
よ
く
把
握
し
て
い

た
も
の
で
す
。電
話
一
本
で
人
の
暮
ら
し
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
様
子
を
見
て
、子
ど
も
な
が
ら
に

誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
信
頼

で
き
る
人
が
多
く
集
ま
って
、安
心
で
き
る
ま
ち
、

磐
田
市
が
形
作
ら
れ
る
。私
は
電
化
製
品
で
な

く
行
政
と
い
う
手
段
で
、人
の
暮
ら
し
を
よ
り
良

く
変
え
て
い
く
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
。そ
ん
な
気

持
ち
で
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
は
環
境
問
題
に
強
い
興
味
を
持

ち
土
木
工
学
を
学
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、次
の
世

代
に
しっか
り
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
残
し
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。土
木
構

造
物
は
作
っ
て
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、む
し
ろ

そ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
。土
木
構
造
物
の
整
備
計

画
は
環
境
問
題
と
も
密
接
に
関
係
し
ま
す
し
、

い
ま
注
目
さ
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
達
成
に
向
け
た
活
動
に
も
通
じ
る
と
こ

ろ
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、就
任
後
の
こ
の
半
年
間
は
ほ
と
ん
ど
、

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
へ
の

対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。未
だ
予
断
許

草地 博昭 氏
鈴木 和男 氏

２０２１年４月、静岡県内で現職最年少となる39歳での市長職就任となった
草地博昭市長。「安心できるまち、人が集まる磐田市へ」をスローガンに掲げ、コ
ロナ禍の困難な状況下で市政の舵取りを担っておられます。当協会では市長の
まちづくりにかける思いや建設業との協力体制などについてご意見を伺うべく、
草地市長と鈴木和男会長、永井智克之副会長、松下進一広報委員長らとの対談
を10月７日に行いました。

磐田市　市長

袋井建設業協会　会長対談

し
ま
せ
ん
が
、10
月
ご
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
動
き
が

と
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
市
長
」　
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
基
本
的
な
姿

勢
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
だ
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
は
心
掛
け
て
い
き

ま
す
。

防
潮
堤
整
備
事
業
で
は
完
成
時
期
を
当
初

計
画
よ
り
７
年
早
め
、26
年
と
し
ま
し
た
。新
た

な
搬
入
路
の
増
設
と
豊
浜
地
区
の
一
部
で
の
着

工
前
倒
し
、静
岡
県
と
の
連
携
促
進
な
ど
に
よ

り
、「
静
岡
モ
デ
ル
」防
潮
堤
の
整
備
完
了
に
向

け
ス
ピ
ー
ド
アッ
プ
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、市
内
で
注
目
さ
れ
る
大
型
事
業
に
つ
い

て
も
、磐
田
市
文
化
会
館「
か
た
り
あ
」の
新
設

や
磐
田
市
民
文
化
会
館
跡
地
の
活
用
、な
が
ふ

じ
学
府
一
体
校
に
続
く
小
中
一
体
校
の
整
備
な

ど
を
粛
々
と
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
は
老
朽
化
が
進
行
す
る
上
下
水
道
管

を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
相
当

の
費
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。将
来
の
リ
ス
ク
を
見

定
め
つ
つ
、必
要
な
部
分
に
思
い
切
っ
て
予
算
を

か
け
て
い
く
よ
う
、適
切
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

施
設
の
維
持
管
理
で
も
そ
れ
は
同
じ
で
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
公
園
、本
庁
舎
や
支
所
な
ど
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
つい
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

「
鈴
木
会
長（
以
下
会
長
）」　

い
ま
建
設
業
界
で
は
省
力
化
や
生
産
性
向
上

の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
施
工
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
な
ど

は
通
常
重
機
の
倍
ほ
ど
の
コ
ス
ト
が
必
要
と
な

り
、導
入
済
み
の
専
門
業
者
に
委
託
す
る
な
ど

し
て
対
処
し
て
い
ま
す
。一
方
で
電
子
黒
板
や
３

Ｄ
測
量
機
器
な
ど
、専
門
で
な
い
業
者
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

関
連
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
も
あ
り
、全
体
で

業
界
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
推
進
さ
れ
て
い
く
。こ
う
し

た
部
分
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、発
注
者
の
お
立
場

と
し
て
設
計
書
の
中
に
織
り
込
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
ご
配
慮
を
願
い
ま
す
。

ま
た
、建
設
業
の
人
材
確
保
に
向
け
て
は「
４

週
８
休
」の
実
現
が
必
須
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。事
務
所
は
休
日
で
も
現
場
は
休
め
な
い
、日

給
で
働
く
人
に
ど
う
収
入
を
確
保
し
て
も
ら
う

か
、な
ど
課
題
も
少
な
く
な
い
の
で
す
が
、経
費

に
補
正
係
数
を
掛
け
る
と
い
う
対
策
も
あ
る
と

聞
き
ま
す
。新
入
社
員
を
募
集
す
る
際
に
休
日

の
確
保
は
大
き
く
重
視
さ
れ
る
要
素
と
な
っ
て

お
り
、就
業
体
制
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

賃
金
の
改
善
と
い
う
点
で
は
、国
土
強
靭
化
の

５
年
間
で
製
造
業
の
平
均
賃
金
と
の
格
差
を
埋

め
る
よ
う
努
力
を
、と
い
う
国
交
相
の
指
示
も
あ

り
ま
し
た
。業
界
で
も
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

生
産
性
向
上
に
関
し
て
は
、提
出
書
類
の
簡

略
化
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。コロ
ナ
禍
の

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
普
及
に
伴
って「
脱
ハン
コ
」が
取

り
沙
汰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、押
印
の

省
略
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
提
出
書
類
の
圧
縮

化
に
よ
り
、働
き
方
改
革
を
よ
り
実
現
し
や
す

い
状
況
と
な
る
こ
と
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

「
市
長
」　
昨
今
の
大
規
模
災
害
を
見
る
に
、

初
動
の
対
応
に
は
ど
う
し
て
も
地
元
建
設
業
者

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
求
め
ら
れ
、そ
の
存
在
意
義

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
す
。熱
海
市

で
発
生
し
た
盛
土
崩
壊
に
よ
る
土
砂
災
害
で
も

そ
れ
は
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、建
設
業
者
の

皆
さ
ん
に
か
け
る
期
待
は
と
て
も
大
き
い
も
の
だ

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

「
会
長
」　
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に

加
え
て
、家
畜
伝
染
病
の
発
生
時
に
も
建
設
業

の
活
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。静
岡
県
と
当
協

会
と
の
協
定
に
よ
り
、殺
処
分
し
た
家
畜
の
埋

設
な
ど
の
作
業
を
迅
速
に
行
う
た
め
、県
が
実

施
す
る
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
準
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
永
井
副
会
長
」　
コ
ロ
ナ
禍
で
非
常
に
辛
い

思
い
を
し
た
若
い
世
代
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま

す
。市
政
の
取
り
組
み
の
中
で
、何
ら
か
の
支
援
、

還
元
を
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。憩
い
の
場
づ
く
り

な
ど
、検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
松
下
広
報
委
員
長
」　
他
県
の
災
害
発
生

時
の
対
応
に
つ
い
て
見
学
し
て
き
ま
し
た
が
、自

治
体
間
で
の
広
域
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

こ
と
で
そ
の
後
の
復
旧
ス
ピ
ー
ド
が
格
段
に
向
上

す
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。中
東
遠
地
域
で

も
そ
の
よ
う
な
連
携
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

「
市
長
」　
最
初
に
挙
げ
た
よ
う
に「
安
心
で

き
る
ま
ち
、人
が
集
ま
る
磐
田
市
へ
」の
実
現
に

向
け
、建
設
業
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で

す
。特
に
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、今

年
和
歌
山
県
で
の
水
管
橋
破
損
の
事
例
も
あ
り

ま
し
た
が
、既
設
の
イ
ン
フ
ラ
が
も
は
や「
あ
っ
て

当
た
り
前
」の
設
備
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。「
安
心
で
き
る

ま
ち
」の
基
本
と
し
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率

的
な
仕
事
の
進
め
方
を
求
め
つつ
、建
設
業
の
皆

さ
ん
と
行
政
と
の
連
携
を
よ
り
緊
密
で
円
滑
な

も
の
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。原
点
は
い
つ
も「
対

話
」に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
と
の「
対
話
」の
機
会
を
つ
く
って
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴木 和男 袋井建設業協会長 草地 博昭 磐田市市長
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明ヶ島キャンプ場」は、昭和53年に掛川市が整備した公共施設でありましたが、過疎化等の影響により平成26年度か
ら閉鎖されていました。地元や掛川市の意向を受け、平成27年7月に㈱山田が新たな施設管理者となり、「穏やかなるこ
とを学ぶ」をテーマに平成29年4月「炭焼きの杜 明ヶ島キャンプ場」としてリニューアルオープンしました。
今回紹介する「古民家セルフグランピング ジ・グランマ」は、当キャンプ場敷地内（管理地）に放置されていた築100年
近い古民家をリノベーションし、宿泊施設として整備した建物で、この夏供用を開始しました。

構造・規模 鉄筋コンクリート造、地上３階建、延床面積1,046.25㎡
工　　　期 令和２年２月～令和３年２月（約12ヶ月、２月竣工）
工 事 費 約4.8億円（建築、電気設備、機械設備の総額）
施 設 内 容 1階：駐車場、ホール　2階：会議室、書庫、災害待機室、受水槽・ポンプ室　3階：所長室、事務室、災害対策室、自家発電機室 ほか
設計･監理 企業組合　針谷建築設計事務所
施　　　工 建築工事：(株)若杉組　　　　電気設備工事：松川電氣(株)　　　　機械設備工事：(株)河原崎配管

工 

事 

概 

要

構 造 ・ 規 模 木造平屋【ロフト・ウッドデッキ有】、延床面積104㎡
工　　　　期 令和2年12月～（継続中・追加設備工事有）

施 設 内 容 ・和室6畳（エアコン付き）・リビング12畳・ロフト11畳・キッチンスペース10畳・土間10畳
 ・リバーサイドウッドデッキ15畳　　定員15名 

デザイン・ＰＲ ㈱マツヤマ・デザイン　　Photographer　zeki

施　　　　工 解体・建築　㈱山田 電気設備　㈲佐藤電気工業社 塗装　㈱伊東塗装店 給排水　マツイ健設
 資材　オールスタッフ㈱ 他　キャンプのなかま達

工 

事 

概 

要

屋上津波避難所

1Ｆ　ホール

土間からリビングへ オープンな空間 キッチン

ロフト 調光可能なメインランタン 清流を見下ろした専用ウッドデッキ

2Ｆ　会議室 3Ｆ　災害対策室

1Ｆ　駐車場・ホール

外階段

2Ｆ　受水槽・ポンプ室

御前崎港管理事務所の旧庁舎は、建設から約50年が経過し、想定される津波で倒壊のおそれがあるため、令和元年度
から近接地に新庁舎の建設を進め、令和3年2月に完成し、７月から新庁舎において業務を開始しております。
海上輸送拠点である御前崎港の新庁舎は、震災が発生しても防災機能が確保できるよう、基礎を嵩上げした上で、1階
をピロティ形式にすることで、津波に対する安全度を高めるとともに、屋上につながる外階段を設けていることから、御前
崎市から津波避難ビルの指定を受けております。
また、積極的に省エネルギー技術を採用した新庁舎は、県内公共施設として初めてＺＥＢ認証を取得しております。
※1　ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）認証について
　設備高効率化などの省エネ技術で使うエネルギーを減らし、太陽光などの創エネ技術で使う分のエネルギーを創ることで、建築物のエネルギー消費量を正味（ネット）ゼロ
　にする建築物を認証する制度。

静岡県御前崎港管理事務所　新庁舎炭焼の杜　明ヶ島キャンプ場
古民家セルフグランピング　ジ・グランマ

※1

・盛土による造成により、Ｌ１津波による浸水を防ぐ
・Ｌ２津波による浸水が想定される１階をピロティ化し、２階床レベル
がＬ２津波よりも高くなるように設計
・屋上に港湾関係者等の避難スペース（想定収容人員150人）を確
保し、屋外避難階段を整備
・Ｌ２津波後も事務所機能が維持できるように、執務室を３階に、受変
電設備や自家発電機等の設備機器を２階以上に設置

＜採用した主な省エネルギー技術＞
・Ｌow-Ｅ複層ガラス
・高効率空調機器
・排熱回収型換気設備
・タスク・アンビエント照明※
・照明制御システム
(在室検知制御､明るさ検知制御､タイムスケジュール制御等)
※作業面を明るくする局所（タスク）照明と周辺環境を照らす全体（アンビエント）照明を併用する方式

津波対策について 省エネルギー対策の推進

管理者
株式会社 山田

TEL0537-26-0201
（平日8:00-17:00)

SUMIYAKI NO MORI MYOUGAJIMA CAMP SITE

炭焼の杜 明ヶ島キャンプ場
〒436-0337 静岡県掛川市炭焼33-2　TEL.0537-25-2507　

※新東名「森掛川IC」より車で約30分　※森町ルートは道が狭くお勧めしません。
www.bt-r.jp/smc
炭焼の杜　キャンプ場 検索
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協
会
活
動
報
告

理
事
会

7
／
14（
水
）令
和
3
年
度 

第
3
回
理
事
会

●
袋
井
土
木
事
務
所
及
び
中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見

　
交
換
会
開
催

●
協
会
活
動
報
告（
正
副
会
長
職
務
執
行
状
況
）　

●
県
協
会
理
事
会
等
の
結
果
報
告
　
　
　

●
道
路・河
川
愛
護
運
動
の
実
施
計
画
　
　

●
第
13
回
献
血
活
動
の
実
施
　
ほ
か

9
／
7（
火
）令
和
3
年
度 

第
4
回
理
事
会

●
袋
井
土
木
事
務
所
及
び
中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見

　
交
換
会
開
催
計
画

●
静
岡
理
工
科
大
学
へ
の
寄
付
金

●「
暴
力
団
追
放
友
の
会
」へ
の
入
会

●
令
和
3
年
度
道
路
愛
護・河
川
美
化
運
動
の
実
績

●
令
和
3
年
度
静
岡
県
建
設
業
協
会
県
下
一
斉
情
報
伝

　
達
訓
練
実
施
結
果

●
熱
海
市（
伊
豆
山
地
区
土
石
流
災
害
）へ
の
義
援
金
　

　
ほ
か

10
／
18（
月
）令
和
3
年
度 

第
5
回
理
事
会

●
袋
井
建
設
業
協
会
役
員・委
員
選
出
方
針
及
び
委
員
会

　
組
織
改
正

●
袋
井
建
設
業
会
館
W
i‐F
i
環
境
整
備

●
令
和
４
年
度
会
員
研
修
実
施
の
検
討

●
県
協
会
理
事
会
等
の
結
果
報
告

●「
第
38
回
（
一
社
）静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創

　
り
大
賞
」の
推
薦

●
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
係
る
助
成
制
度
の

　
活
用

●
第
１３
回
献
血
稼
働
結
果
　
ほ
か

委
員
会
等
報
告

■
正
副
会
長
会
議

7
／
14（
水
） 

第
5
回 

正
副
会
長
会
議

令
和
3
年
度 

第
3
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

9
／
7（
火
） 

第
6
回 

正
副
会
長
会
議

令
和
3
年
度 

第
4
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

10
／
4（
月
） 

第
7
回 

正
副
会
長
会
議

次
期
役
員
等
選
出
方
針
及
び
委
員
会
組
織
の
見
直
し

ほ
か

10
／
18（
月
） 

第
8
回 

正
副
会
長
会
議

令
和
3
年
度 

第
5
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

■
総
務
委
員
会（
労
務
委
員
会
）

7
／
6（
火
） 

経
営
者
セ
ミ
ナ
ー

　・適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）の
概
要

　
　
　
　
　
　【
参
加
者
29
名
】

9
／
16（
木
） 

第
13
回
献
血
活
動

　（
袋
井
建
設
業
会
館
駐
車
場
） 【
献
血
者
66
名
】

■
安
全
委
員
会

7
／
1（
木
） 

第
35
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会
　

（
袋
井
建
設
業
会
館
）【
出
席
者
47
名
】

　・安
全
管
理
優
良
事
業
場
等
の
表
彰

　・令
和
3
年
度
事
業
計
画
等
の
報
告

　・「
安
全
の
誓
い
」　
ほ
か

7
／
1（
木
） 

第
２
回
安
全
委
員
会
　

　・今
後
の
活
動
計
画

10
／
19（
火
） 

官
民（
三
者
）合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　（
袋
井・森
地
区
）【
参
加
者
8
名
：
磐
田
労
基
署・袋
井

　
土
木・協
会
安
全
委
員
】

10
／
20（
水
） 

官
民（
三
者
）合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　（
小
笠
地
区
）【
参
加
者
9
名
：
磐
田
労
基
署・中
遠
農

　
林・協
会
安
全
委
員
】

■
広
報
委
員
会

7
／
13（
火
） 

第
4
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
2
号
」の
校
正

8
／
1（
日
）

　・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
2
号
」の
発
行

8
／
25（
水
） 

第
5
回 

広
報
委
員
会

　・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
3
号
」の
編
集
計
画

　・磐
田
市
長
対
談
計
画

9
／
15（
水
） 

第
6
回 

広
報
委
員
会

　・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
3
号
」の
編
集
会
議

10
／
7（
木
） 

新
市
長
と
の
対
談

　・磐
田
市
長
　
草
地
博
昭
　
氏

　・対
談
者
：
鈴
木
会
長
、永
井
副
会
長
、松
下
広
報
委
員
長

10
／
12（
火
） 

第
7
回 

広
報
委
員
会

　・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
3
号
」の
編
集・校
正
会
議

■
技
術
委
員
会 

土
木
部
会

7
／
30（
金
） 

第
2
回 

土
木
部
会

　（
第
5
回
技
士
会
代
議
員
会 

合
同
会
議
）

　・当
面
の
事
業
に
つ
い
て
　
ほ
か

7
／
30（
金
） 

第
2
回
技
術
者
講
習
会
　
　

【
参
加
者
：
75
名（
会
場
47
名
、Ｗ
e
b
28
名
）】

・工
事
検
査
か
ら
見
た
現
場
管
理
に
つ
い
て

・情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

■
技
術
委
員
会 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会 

7
／
20（
火
） 

第
３
回 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

・第
３
回
以
降
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
開
催
計
画
ほ
か

7
／
20（
火
） 

第
2
回 

Ｉ
Ｔ
講
習
会

・点
群
デ
ー
タ
を
用
い
た
Ｖ
Ｒ
体
験
　 【
参
加
者
20
名
】

8
／
26（
木
） 

第
４
回 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

・第
3
回
か
ら
第
5
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
日
程
及
び
内
容

調
整
等

9
／
14（
火
） 

第
5
回 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

・第
5
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
内
容
調
整
等

9
／
14（
火
） 

第
4
回 

Ｉ
Ｔ
講
習
会

・技
術
者
の
た
め
の
ち
ょっ
と
お
も
し
ろ
い
最
新
ソ
フ
ト

の
ご
紹
介
　【
参
加
者
：
41
名（
会
場
23
名
、Ｗ
e
b
18
名
）】

9
／
29（
水
） 
第
６
回 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

・第
5
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
内
容
調
整
等

9
／
29（
水
） 
第
３
回 

Ｉ
Ｔ
講
習
会

・技
術
者
の
た
め
の
動
画
編
集
ソ
フ
ト
活
用
術
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　  

【
参
加
者
13
名
】

10
／
14（
木
） 

第
7
回 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

・第
５
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会
準
備

・当
面
の
諸
課
題
に
つ
い
て

令
和
3
年
7
月
〜
10
月

10
／
14（
木
） 

第
5
回 

Ｉ
Ｔ
講
習
会

・Z
o
o
m
を
活
用
し
た
遠
隔
臨
場
の
実
践

【
参
加
者
：
27
名（
会
場
15
名
、Ｗ
e
b
12
名
）】

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

8
／
31（
火
） 

令
和
3
年
度
静
岡
県
建
設
業
協
会
県
下

　
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

・電
話
等
に
よ
る
情
報
伝
達
　
８
時
３０
分
〜
９
時
１４
分

・参
加
会
員
５０
社

9
／
10（
金
） 

災
害
協
定
に
基
づ
く
出
動
要
請・応
諾
訓

　
練
参
加

・協
定
機
関
：
御
前
崎
港
管
理
事
務
所

・参
加
会
員
：
㈱
三
井
組
、㈱
西
島
土
木
、㈱
増
田
組

9
／
14（
火
） 

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会

　
Ｗ
Ｇ
部
会
参
加

・主
催
：
静
岡
県
西
部
地
域
局

・会
議
形
式
：
W
e
b
会
議

・内
容
等
：
規
約
改
訂
、復
旧
方
法・情
報
伝
達
方
法・

     

　
　
　
参
集
場
所
に
お
け
る
実
施
事
項
等
の
検
討
　
ほ
か

9
／
22（
水
） 

西
部
地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
連
絡

　
会
議
参
加
　

・主
催
：
静
岡
県
西
部
地
域
局

・会
議
形
式
：
W
e
b
会
議

・内
容
等
：
風
水
害
時
に
お
け
る
応
急・復
旧
対
策
等
の

　
　     

対
応
に
つ
い
て
　
ほ
か

10
／
6（
水
） 

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会
参
加

・主
催
：
静
岡
県
西
部
地
域
局

・会
議
形
式
：
W
e
b
会
議

・内
容
等
：
規
約
改
訂
、復
旧
方
法・情
報
伝
達
方
法・ 

　
　
　   

参
集
場
所
に
お
け
る
実
施
事
項
等
の
検
討
　
ほ
か

10
／
13（
水
） 

家
畜
防
疫
に
係
る
埋
却
地
現
地
確
認（
鶏
）

・主
催
：
静
岡
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

・場
所
：
菊
川
市
丹
野【
参
加
会
員
5
社
、参
加
者
11
名
】

10
／
15（
金
） 

家
畜
防
疫
に
係
る
埋
却
地
現
地
確
認（
豚
）

・主
催
：
静
岡
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

・場
所
：
御
前
崎
市
白
羽【
参
加
会
員
5
社
、参
加
者
10
名
】

10
／
19（
火
） 

堤
防
決
壊
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
参
加

・実
施
場
所
：
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
2
階
第
一
会
議
室

・参
加
会
員
：
㈱
小
原
組

10
／
21（
木
） 

御
前
崎
港
安
全
対
策
協
議
会
地
震
対
策
部

　
会
参
加

・主
催
：
静
岡
県
御
前
崎
港
管
理
事
務
所

・会
場
：
御
前
崎
港
管
理
事
務
所
2
階
会
議
室

・内
容
等
：
御
前
崎
港
み
な
と
機
能
継
続
計
画
、

 

　
　
　 

御
前
崎
港
緊
急
物
資
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

　
　     

正
に
つ
い
て
　
ほ
か

表
彰

受
賞
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、益
々
の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬

称
略
）

■
令
和
３
年
度
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
受
賞

特
に
優
秀
な
技
術・能
力
を
持
ち
、後
進
の
指
導・育
成
な
ど
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
者

　
落
合
雅
敏
　
　
㈱
増
田
組
　
　（
御
前
崎
市
）

■
令
和
３
年
度
安
全
優
良
職
長
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
受
賞

優
れ
た
技
能
と
経
験
を
有
し
、担
当
す
る
現
場
又
は
部
署
に
お

い
て
優
良
な
安
全
成
績
を
あ
げ
た
職
長

　
小
松
伸
司
　
　
㈱
堀
内
土
木
　（
磐
田
市
）

　 

■
袋
井
土
木
事
務
所
長
表
彰

　
　
優
良
工
事
部
門
 

㈱
永
井
組
 
（
袋
井
市
）

 

㈱
鈴
恭
組
 
（
磐
田
市
）

 

㈱
山
田
 

（
掛
川
市
）

 

㈱
ア
キ
ヤ
マ
 
（
磐
田
市
）

 

㈱
鈴
木
工
務
店
 （
袋
井
市
）

　
　
優
良
技
術
者
部
門
 
小
塚
尚
生
 

㈱
大
浜
中
村
組
 （掛
川
市
）

 

堀
野
剛
由
 

石
川
建
設
㈱
 （
磐
田
市
）

　
　
地
域
貢
献
部
門
 

㈱
鳶
宗
建
設
 （
磐
田
市
）

 

㈱
堀
内
土
木
 （
磐
田
市
）

 

㈱
大
浜
中
村
組
 （掛
川
市
）

 

㈱
ア
キ
ヤ
マ
 
（
磐
田
市
）

　
　
I
C
T
優
良
工
事
部
門 

　
㈱
永
井
組
　（
袋
井
市
）

　
 

　
　
正
光
建
設
㈱（
森
　
町
）

　 

■
中
遠
農
林
事
務
所
長
表
彰

　
　
優
良
工
事
部
門
 

㈱
大
浜
中
村
組
 （掛
川
市
）

 

金
原
建
設
㈱
 （
掛
川
市
）

　
　
優
良
技
術
者
部
門
 
星
野
博
昭
 

石
川
建
設
㈱
 （
磐
田
市
）

　
 

鈴
木
満
美
 

㈱
榑
林
組
 
（
掛
川
市
）

　
　
安
全
工
事
部
門
 

㈱
山
田
 

（
掛
川
市
）

　 

■
企
業
局
西
部
事
務
所
長
表
彰

　
　
優
良
工
事
部
門
 

平
野
建
設
㈱
 （
磐
田
市
）

 

㈱
永
井
組
 
（
袋
井
市
）

 

㈱
マ
ル
ブ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
 

（
袋
井
市
） 

　 

■
静
岡
県
経
済
産
業
部
長
表
彰

　
　
優
良
工
事
部
門
 

㈱
鳶
宗
建
設
 （
磐
田
市
）

■
令
和
３
年
度
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰

建
設
技
術・技
能
が
優
秀
で
工
事
実
績
を
有
し
、建
設
現
場
従
事

者
の
模
範

　
町
田
弘
幸
　
　
㈱
ア
キ
ヤ
マ
　（
磐
田
市
）

　
野
村
　
勇
　
　
丸
明
建
設
㈱
　（
袋
井
市
）　

　
粂
田
　
学
　
　
㈱
東
榮
建
設
　（
袋
井
市
）

■
令
和
３
年
度
静
岡
県
優
良
建
設
工
事
表
彰

■
静
岡
県
交
通
基
盤
部
長
表
彰

　
I
C
T
優
良
工
事
部
門
　
㈱
ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

10
／
22（
金
） 

袋
井
建
設
業
協
会
災
害
対
策
本
部
要
員
参

　
集
訓
練
の
実
施

・災
害
対
策
本
部
の
設
置
、資
機
材
等
の
確
認
　
ほ
か

　
　
　
　
　
　   

【
参
加
会
員
14
社
、参
集
者
11
名
】

10
／
28（
木
） 

災
害
支
援
協
定
に
基
づ
く
農
業
用
施
設
現

　
地
確
認
研
修

・海
岸
保
全
施
設
、地
す
べ
り
防
止
施
設
等
13
施
設 

　

　
　
　
　
　
　
　【
参
加
会
員
21
社
、参
加
者
42
名
】

■
各
種
研
修
会・講
習
会

7
／
2（
金
） 

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
全
コ
ー
ス
）  

 

【
受
講
者
32
名
】

7
／
7（
水
） 

　
施
工
管
理
者
の
た
め
の
足
場
点
検
実
務
者
研
修

 

【
受
講
者
17
名
】

7
／
21（
水
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
全
コ
ー
ス
）

 

【
受
講
者
32
名
】

7
／
27（
火
）

　
安
全
衛
生
推
進
者（
初
任
時
）能
力
向
上
教
育

 

【
受
講
者
13
名
】

7
／
28（
水
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
全
コ
ー
ス
）

 

【
受
講
者
29
名
】

■
そ
の
他
の
行
事

7
／
8（
木
）

　
J
C
M 

D
V
D
セ
ミ
ナ
ー

　・コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工
で
失
敗
し
な
い
た
め
の
講
座

 

【
出
席
者
32
名
】

電子申請

建退共本部のホームページを
ぜひ、ごらんください

建設工事の第一線で働く優秀な人材確保にも寄与！

■
そ
の
他
表
彰

袋井建設業協会は、平成23年より
10年間、献血活動を続けてきました。
多年にわたる献血活動が評価され

日本赤十字社静岡県支部より「感謝
状」をいただきました。
ご協力ありがとうございました。

令和3年12月1日発行令和3年12月1日発行



8

令和3年12月1日発行

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

153
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

建設業年末年始労働災害防止強調月間 「無事故の歳末　明るい正月」令和3年12月1日～令和4年1月15日

実施日 10月19日（火）　　参加者8名
 磐田労働基準監督署　榊原副署長・池田労働基準監督官
 袋井土木事務所　牧村検査監
 中山主任安全指導者　
 建災防袋井分会（袋井建協）袋井地区安全指導者4名　
実施箇所 袋井・磐田地区（袋井土木事務所発注現場）2箇所

実施日 10月20日（水）　　参加者9名
 磐田労働基準監督署　工藤安全衛生課長　
 中遠農林事務所　加藤検査監・倉田検査監・川畑検査監　
 中山主任安全指導者
 建災防袋井分会（袋井建協）小笠地区安全指導者４名
実施箇所　小笠地区（中遠農林事務所発注現場）2箇所

今後の安全活動に活か
すため、安全委員（建災防
安全指導者）を対象に、袋
井土木事務所牧村検査監
の「令和３年度工事事故防
止」安全講話（動画）による
安全教育を実施しました。

第35回　袋井地区建設業安全大会　7月1日（木）

環境表示器を設置して騒音・振
動・風速等の測定が常時されて
いる。

架空線に対する注意喚起と対
策が両サイドと地上からなさ
れている。

河川の水位上昇を知らせるた
めの水位警報装置が設置され
ている。

排土板が上げたままになっている。
運転者が、運転位置から離れる場合
の処置（安衛則第160条）

 於：袋井建設業会館２階大会議室/47名参加 

すぐ直そう！！これい～ね！

■安全標語・けんせつ川柳入賞作品
  【優秀賞】 塚本 明佳里 丸明建設㈱ 
「まさか」に備え「たしか」な行動　組織で取り組む　安全管理

㈱小原組 ㈱山田
㈱ヤマグチ 倉見建設㈱

■優良事業場賞受賞者

■安全衛生表彰受賞者

■支部長表彰受賞者

現地開催とオンデマンド配信により、10月7日～8日に開催されました。

コロナ禍のため、10月22日に予定された大会は開催中止になりました。

＜事業場賞＞ 乗松建設㈱
 ㈱東榮建設
＜功 労 賞＞ 花嶋　伸昭 倉見建設㈱

＜功 績 賞＞ 西脇　克和 塚本建設㈱
 若杉　有城 ㈱若杉組

■令和３年度 安全標語・けんせつ川柳入賞作品 優秀賞W受賞！！
 標語部門 【優秀賞】 加藤　忠利 ㈱藤本組

 川柳部門 【優秀賞】 中根　　功 乗松建設㈱ 

第５８回　全国建設業労働災害防止大会 in 京都

第４８回　静岡県建設業労働災害防止大会
＜功 労 賞＞ 中山　勝義 中山建設㈱

三者合同による官民合同パトロールを実施しました。

安全指導者研修会　11月4日（木）

建設業　おとぎ話のような　テレワーク

「これくらい」と 思う油断に ひそむ事故 初心に返って 安全確認


